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ジェネリック医薬品への切り替えによる医療費削減効果額

微量アルブミン尿検査結果の状況（平成29年2月・3月分）

　毎年4回、日々の生活習慣の改善に
生かせる内容をテーマにした、市民向
け講座を開催しています。

病気やけがのための「保険証」だけではなく、健康を維持・増進するための「保険証」にしていきます

　市では、国民健康保険被保険者の医療レセプトデータなどの分析
を基に、平成27年度にデータヘルス計画を策定し、健康課題の解決
に向けて、保健事業を実施しています。医療レセプトデータを活用す
ることにより、糖尿病が少し進んだ方に生活改善プログラムへ参加し
ていただく事業や、特定健診結果で異常値があった方で、その後の受

診が確認できない方に医療機関受診勧奨通知をお送りするなど、今
まではできなかった個々の状況に応じた取り組みも可能になりまし
た。平成30年度からの第2期計画では、既存事業の推進とともに新
たな事業も加えて、より一層の健康増進に努めていきます。 

　前年の特定健診の結果から、尿検査および血液検査の結果が一
定の数値以上の方を抽出して「微量アルブミン尿検査」を実施して
います。この検査は、「糖尿病性腎症」などの病気によって腎臓の細
い血管が傷つき始めた初期の状態（早期腎症）を診断できる検査で

す。早期の腎臓障害は基本的に症状がなく、ご自身では気付きにく
いのですが、この検査により早い段階で腎症を発見して、治療につ
なげることができます。平成29年2月からこの事業を開始し、既に
検査対象者のうち14.3％の方が治療を始めています。

　国民健康保険被保険者で、ジェネリック医薬品に切り替え可能な薬をご利用の方には、
切り替え通知を送付しています。薬には複数の効能がありますが、薬の情報に医療レセプ
ト情報を加えることにより、最も必要とする効能や、粉・錠剤などの形状を詳しく調べるこ
とが可能となりました。このデータ分析活用後に削減効果額が上がっているのは、効能や
形状などが一致する場合のみ通知をお送りすることができるようになったためと考えます。
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上記金額の約2～3割に
当たる被保険者負担
（約3,000万円）も削減

データ分析前 データ分析活用後
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全粒粉パンや玄米・
雑穀がおすすめ

ストレスを
刺激と反応
に置き換え
て見える化
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